
　
七
五
三
の
集
い

　

去
る
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日
、御
霊
神
社（
小
栗
栖
元
德
宮
司
）に
於

い
て
教
化
委
員
会
主
催「
七
五
三
の
集
い
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
各
児
童
養
護
施
設
で
生
活
す
る
子
供
達
を
招
待
し
、七
五
三
の

お
参
り
を
し
て
頂
く
と
共
に
参
集
し
た
他
施
設
の
子
供
達
と
共
に
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
頂
き
良
き
思
い
出
を
作
っ
て
も
ら
う
事
が
目
的
で
あ
る
。

　

当
日
は
市
内
に
あ
る
四
カ
所
の
施
設
か
ら
計
十
六
名
の
子
供
達
が
集
ま
っ
た
。

御
本
殿
で
の
七
五
三
の
御
祈
祷
に
始
ま
り
、櫻
井
会
長
挨
拶
、田
中
渉
外
委
員

長
に
よ
る
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
披
露
の
後
、記
念

撮
影
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、参
集
所
に
お
い
て
団
子
が
振
る

舞
わ
れ
た
。あ
ん
こ
・
き
な
粉
・
み
た
ら
し
の

タ
レ
を
好
き
な
だ
け
つ
け
頬
張
る
子
供
達
の

顔
に
は
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
た
。ま
た
、守
分

会
員
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
実
演
が
行

わ
れ
た
。音
楽
に
合
わ
せ
て
様
々
な
形
の
バ

ル
ー
ン
を
作
る
姿
に
歓
声
が
起
こ
っ
た
。さ
ら

に
、好
き
な
も
の
を
作
っ
て
貰
う
と
、喜
ん
で

遊
ぶ
子
供
達
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

子
供
達
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
記
憶

に
も
残
る
催
し
が
出
来
な
い
か
と
委
員
会
で

話
し
合
い
、見
て
、手
に
触
れ
て
楽
し
さ
を
感

じ
、思
い
出
に
残
る
よ
う
に
と
考
案
し
た
。

　

真
剣
に
お
参
り
す
る
姿
と
団
子
を
頬
張

る
姿
、そ
し
て
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
手
に
笑

顔
で
走
り
回
る
姿
か
ら
、短
い
時
間
で
は

あ
っ
た
が
、子
供
達
に
と
っ
て
楽
し
い
一
時
で

あ
り
、人
生
儀
礼
の
ひ
と
つ
に
触
れ
、神
社
と

子
供
達
と
の
距
離
を
縮
め
る
事
の
出
来
た
一

日
で
あ
っ
た
と
思
う
。子
供
達
が
こ
の
記
憶

を
大
人
に
な
っ
て
も
持
ち
続
け
、次
の
世
代
の
子
供
達
に
も
繋
い
で
欲
し
い
と
願

う
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
坂
神
社　

中
村　

隆
人
）

委

員

会

報

告

委

員

会

報

告

教
化
委
員
会
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神
青
カ
レ
ン
ダ
ー　

事
業
委
員
会
で
は
、株
式
会
社
秋
江
様
、

京
都
奉
製
株
式
会
社
様
の
御
協
賛
に
よ
り

毎
年
恒
例
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
致
し
ま
し

た
。平
成
二
十
九
年
版
は
、舞
楽
図
を
テ
ー

マ
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、そ
の
優
雅
な
デ
ザ

イ
ン
は
、社
頭
に
掲
示
し
て
頂
け
れ
ば
趣
の

あ
る
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
く
れ
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
一
日
、伏
見
稲

荷
大
社
参
集
殿
に
於
い
て
事
業
委
員
会
を

中
心
に
会
員
数
名
助
勢
の
も
と
カ
レ
ン
ダ
ー

発
送
作
業
を
実
施
し
、京
都
府
内
各
神
社
に

頒
布
致
し
ま
し
た
。

　
ヤ
チ
マ
タ
募
金
活
動

　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
五
日
、北
野
天
満
宮
の
境
内
を
お
借
り
し
て
、恒

例
の
ヤ
チ
マ
タ
募
金
活
動
を
渉
外
委
員
会
主
催
で
開
催
致
し
ま
し
た
。当
日
の

参
加
者
は
七
名
と
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、雪
も
時
折
降
る
中
、参
加

会
員
は
皆
大
き
な
声
を
出
し
て
、募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
日
は
大
変
寒

い
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、初
天
神
の
日
で
あ
り
参
拝
者
が
多
く
来
ら
れ
て
い

た
の
で
、会
員
の
積
極
的
な
募
金
の
呼
び
か

け
は
参
拝
者
に
も
届
き
、五
三
、九
七
二
円

の
温
か
い
お
気
持
ち
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

二
月
三
日
に
は
、節
分
祭
で
賑
わ
う
吉
田

神
社
の
境
内
に
て
、午
後
四
時
よ
り
京
都
府

神
社
庁
主
催
ヤ
チ
マ
タ
募
金
活
動
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。最
初
の
参
加
会
員
は
三
名
で

あ
り
、少
な
い
人
数
の
中
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

午
後
六
時
以
降
は
社
務
を
終
え
た
会
員
が

大
勢
参
加
し
、合
計
十
四
名
で
精
力
的
な
募

金
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、四
八
、

九
八
二
円
の
温
か
い
お
気
持
ち
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
京
都
府
神
道
青
年
会
で
は
、交
通

安
全
推
進
運
動
で
あ
る
ヤ
チ
マ
タ
募
金
活
動

を
京
都
府
神
社
庁
と
共
催
に
て
積
極
的
な

活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、会
員
の

皆
様
方
の
ご
協
力
の
程
、宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
石
清
水
八
幡
宮　

田
中　

博
志
）

事
業
委
員
会

渉
外
委
員
会
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広
報
委
員
会
主
催
研
修
会

　「
発
達
障
碍
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
発
達
障
碍
と
は
〜
」

　

平
安
神
宮
記
念
殿
ホ
ー
ル
に
於
い
て
平
成
二

十
九
年
四
月
二
十
七
日
、広
報
委
員
会
主
催
の

研
修
会
が
、講
師
に
茂
木
和
美
先
生（
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
・
神
奈
川
県
在
住
）を
お
迎
え
し「
発
達

障
碍
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
〜
発
達
障
碍
と
は
〜
」

と
題
し
て
参
加
会
員
二
十
一
名
の
下
、開
催
さ
れ
た
。

　

研
修
会
は
、発
達
障
碍
の
基
礎
知
識
を
レ
ジ
ュ
メ
に
沿
っ
て
、ご
自
身
の
ご
子

息（
発
達
障
碍
・
自
閉
症
）と
の
生
活
の
様
子
、

ま
た
発
達
障
碍
児
・
者
の
映
像（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）も

交
え
な
が
ら
詳
し
く
説
明（
講
話
）が
さ
れ
、

会
員
は
、普
段
の
生
活
で
は
あ
ま
り
耳
に
し

な
い
内
容
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、筆
を
走
ら

せ
て
い
た
。

　

最
後
に
茂
木
先
生
か
ら「
環
境
の
変
化
に

苦
手
な
発
達
障
碍
児
・
者
に
と
り
神
社（
神

社
境
内
）と
い
う
い
つ
の
時
代
も
さ
ほ
ど
変

わ
ら
な
い
普
遍
的
空
間
、ま
た
決
ま
っ
た
日

時
・
時
間
の
祭
礼（
行
事
）が
当
事
者
に
と
っ

て
心
安
ら
ぐ
時
間
・
場
所
で
あ
り
皆
様
に
は
今
日
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

事
を
心
に
留
め
て
頂
き
な
が
ら
ご
奉
仕
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。」と
、

締
め
く
く
ら
れ
研
修
会
は
納
め
ら
れ
た
。 （

大
将
軍
八
神
社　

生
嶌　

紀
之
）

　
『
洛
声
』第
一
一
二
号
発
行

　

組
織
委
員
会
で
は
会
員
の
近
況
を
報
告
す
る
機
関
紙『
洛
声
』一
一
二
号
を

発
行
し
た
。

　

こ
の『
洛
声
』を
通
し
て
会
員
同
士
の
情
報
共
有
、ま
た
親
睦
を
図
る
と
共
に

組
織
力
も
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、会
員
皆
様
の
近
況
等
を
漏
れ
落
つ
る
事
無
く
掲
載
し
て
い
き

た
く
思
い
ま
す
の
で
情
報
収
集
の
御
協
力
を
こ
の
場
を
借
り
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

組
織
委
員
会

広
報
委
員
会
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平
成
二
十
八
年
度
定
例
総
会･

懇
親
会

　

平
成
二
十
八
年
七
月
五
日
、京
都
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
＆
ス
パ「
翠
峰
の
間
」に
於
い
て
午

後
六
時
よ
り
平
成
二
十
八
年
度
定
例
総
会

が
櫻
井
会
長
以
下
八
十
八
名
の
会
員
参
加
の

下
、開
催
さ
れ
た
。総
会
受
付
時
に
は
渉
外
委

員
会
に
よ
る「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
」に

対
す
る
募
金
活
動
も
行
わ
れ
、多
く
の
浄
財

を
会
員
始
め
関
係
各
位
よ
り
頂
戴
す
る
事
が

出
来
た
。な
お
浄
財
は「
神
道
青
年
九
州
地

区
協
議
会
」に
贈
呈
さ
れ
る
。

　

定
例
総
会
は
、松
大
路
副
会
長
に
よ
る
開

会
の
辞
に
始
ま
り
櫻
井
会
長
先
導
に
よ
る
神

宮
遙
拝
、続
い
て
国
歌
斉
唱
、丸
茂
教
化
委

員
長
先
導
に
よ
る
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
に

続
き
物
故
者
に
対
し
て
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、櫻
井
会
長
に
よ
る
挨
拶
に
続
き
議

長
選
出
で
は
賀
茂
御
祖
神
社
の
清
水
洋
直

会
員
が
議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
が
進
め
ら
れ

た
。今
年
度
は
例
年
の
議
事
案
件
・
報
告
に

加
え
て
創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業
関
係

の
事
業
報
告
、協
議
も
な
さ
れ
全
て
の
議
事

案
件
・
報
告
は
異
議
無
く
会
員
に
よ
り
承
認

さ
れ
た
。

　

議
事
後
、会
員
皆
で
会
歌
を
合
唱
し
心
を

ひ
と
つ
に
し
た
後
、松
大
路
副
会
長
に
よ
る

閉
会
の
辞
に
よ
り
定
例
総
会
は
滞
り
な
く
収

め
ら
れ
た
。

　

定
例
総
会
に
引
き
続
き
、京
都
府
神
社
庁

田
中
恆
清
庁
長
を
始
め
京
都
府
氏
子
青
年

連
合
会
杉
本
寿
一
会
長
、Ｏ
Ｂ
会
員
、協
賛

業
者
各
位
に
ご
臨
席
を
賜
り
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

懇
親
会
開
会
に
先
立
ち「
ヤ
チ
マ
タ
基
金

贈
呈
式
」が
執
り
行
わ
れ
、櫻
井
会
長
よ
り
田
中
庁
長
に
目
録
が
渡
さ
れ
た
。そ

の
後
、会
長
挨
拶
、来
賓
紹
介
と
続
き
、来
賓
祝
辞
で
は
田
中
庁
長
よ
り
ご
祝
辞

を
賜
り
、杉
本
会
長
に
乾
杯
の
ご
発
声
を
賜
り
懇
親
会
は
進
め
ら
れ
た
。

　

懇
親
会
は
、京
都
府
神
道
青
年
会
が
推
進
し
て
い
る「
３
０
１
０
運
動
」が
実

施
さ
れ
提
供
さ
れ
る
料
理
を
美
味
し
く
頂
き
な
が
ら
途
中
催
行
さ
れ
る
新
Ｏ

Ｂ
会
員
紹
介
、新
入
会
員
紹
介
、清
興
に
よ
り
盛
況
の
様
子
を
見
せ
て
い
た
。

　

閉
会
前
に
は
、稲
川
昌
実
先
輩
先
導
に
よ
る
万
歳
三
唱
を
皆
で
奉
唱
し
、中

田
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
懇
親
会
は
納
め
ら
れ
た
。

　

＊
３
０
１
０
運
動　

　
　

開
会
後
約
三
十
分
間
・
閉
会
約
十
分
前
は
自
席
着
席
に
て
歓
談

　
　
（
こ
の
記
事
は
前
号
の
未
掲
載
分
で
し
た
。今
号
に
掲
載
し
ま
す
事
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
）
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平
成
二
十
八
年
度 

臨
時
総
会

　

八
坂
神
社
常
磐
新
殿
に
於
い
て
平
成
二

十
八
年
度
京
都
府
神
道
青
年
会
臨
時
総
会

が
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
日
に
会
員
五

十
六
名
出
席
の
下
、開
催
さ
れ
た
。

　

松
大
路
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
辞
に
よ
り

臨
時
総
会
は
開
会
さ
れ
、神
宮
遙
拝
、国
歌

斉
唱
、敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
に
続
き
櫻
井

会
長
よ
り
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。続
い
て
議
長

の
選
出
が
行
わ
れ
、護
王
神
社
の
髙
田
真
之

介
君
が
指
名
を
受
け
議
長
席
に
着
い
た
。

　

議
事
で
は
議
案
第
一
号
と
し
て
次
期
会
長

選
出
に
関
す
る
件
に
よ
り
向
日
神
社
の
六
人
部
是
充
君
が
、議
案
第
二
号
と
し

て
次
期
監
事
選
出
に
関
す
る
件
に
よ
り
八
大
神
社
の
竹
内
政
裕
君
と
石
清
水

八
幡
宮
の
櫻
井
宣
人
君
の
選
出
が
そ
れ
ぞ
れ
上
程
さ
れ
た
。第
一
号
、第
二
号

議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
会
員
に
よ
り
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
が
両
議
案
は
異
議
無
く

承
認
さ
れ
た
。議
事
の
後
、出
席
会
員
に
よ
り
声
高
ら
か
に
会
歌
の
合
唱
が
な

さ
れ
中
田
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
臨
時
総
会
は
閉
会
し
た
。

（
大
将
軍
八
神
社　

生
嶌　

紀
之
）

臨
時
総
会
並
第
二
回
連
絡
会

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
六
日
、大
阪
市
の

ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
於
い

て
、神
道
青
年
会
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
臨

時
総
会
並
び
に
第
二
回
連
絡
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

先
ず
、今
期
副
会
長
に
田
中
国
男
会
員
が

補
任
さ
れ
、次
期
会
長
に
同
じ
く
田
中
国
男

会
員
、次
期
監
事
に
上
村
宜
道
会
員
、友
田

昇
会
員
が
全
会
一
致
で
選
出
さ
れ
た
。続
い

て
、中
央
報
告
、特
別
委
員
会
報
告
等
の
各

報
告
が
な
さ
れ
、閉
会
し
た
。

　

な
お
、臨
時
総
会
並
び
に
第
二
回
連
絡
会
に
先
立
ち
、研
修
会
が
行
わ
れ
、

株
式
会
社
金
剛
組
専
属
宮
大
工
の
木
内
組
の
社
長
で
あ
る
木
内
繁
男
先
生
か
ら

『
一
四
〇
〇
年
の
歴
史
が
紡
ぐ「
匠
の
技
」』と
題
し
て
ご
講
義
を
賜
わ
っ
た
。社

寺
を
建
築
す
る
前
に
そ
の
模
型
を
作
る
と
、部
材
の
収
ま
り
方
が
わ
か
る
等
、

今
後
の
神
明
奉
仕
に
も
繋
が
る
講
話
に
会
員
一
同
真
剣
な
面
持
ち
で
耳
を
傾

け
時
折
、筆
を
走
ら
せ
て
い
た
。

 （
鍬
山
神
社　

天
岡　

秀
人
）

近
畿
地
区
報
告
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第
三
回
連
絡
会・地
区
研
修
会

　

住
吉
大
社
に
於
い
て
平
成
二
十
九
年
三

月
二
日
に
神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議

会
第
三
回
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
近
畿
二
府

四
県
か
ら
八
十
一
名（
当
会
か
ら
十
名
）が

参
集
し
た
。

　

連
絡
会
は
、先
ず
神
楽
殿
に
て
正
式
参
拝

が
執
り
行
わ
れ
、長
谷
川
裕
高
会
長
が
代
表

し
て
玉
串
を
奉
奠
さ
れ
会
員
一
同
合
わ
せ
て

拝
礼
を
行
っ
た
。正
式
参
拝
後
は
髙
井
道
弘

宮
司
様
よ
り
住
吉
大
社
の
由
緒
を
拝
聴
し

会
員
は
住
吉
大
社
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深

め
て
い
た
。

　

そ
の
後
、研
修
会
と
し
て
小
出
英
嗣
権
禰
宜
様
よ
り
御
本
殿
、ま
た
境
内
社

一
社
一
社
を
参
拝
し
な
が
ら
丁
寧
な
説
明
を
賜
っ
た
。

　

研
修
会
後
は
、住
吉
大
社

吉
祥
殿
に
て
連
絡
会
が
開
催

さ
れ
次
第
の
通
り
に
田
中
国

男
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
辞
、

神
宮
遙
拝
、国
歌
斉
唱
、濵

瀬
城
二
会
員
先
導
に
よ
る
敬

神
生
活
の
綱
領
唱
和
、長
谷

川
会
長
挨
拶
と
進
め
ら
れ
当

番
府
県
挨
拶
で
は
大
阪
府
神
道
青
年
会
友
田
昇
会
長
が
行
っ
た
。次
に
座
長
に

選
出
さ
れ
た
友
田
大
阪
神
青
会
長
進
行
の
下
、中
央
報
告
、特
別
委
員
会
報
告
、

近
畿
地
区
事
業
委
員
会
報
告
、各
単
位
会
報
告
が
行
わ
れ
、次
第
の
終
わ
り
に

「
神
道
青
年
の
歌
」、「
美
は
し
き
山
河
」を
斉
唱
後
、持
田
照
久
相
談
役
先
導
に

よ
り
出
席
会
員
一
同
声
高
ら
か
に「
聖
寿
万
歳
」を
奉
唱
し
六
人
部
副
会
長
に

よ
る
閉
会
の
辞
を
以
っ
て
第
三
回
連
絡
会
は
滞
り
な
く
閉
会
し
た
。

　

引
き
続
き
同
殿「
明
石
の
間
」に
て
南
坊
城
光
興
顧
問
、菅
尾
龍
太
参
与
、樹 

光
治
参
与
、石
倉
哲
之
参
与
ご
臨
席
の
下
、懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、近
畿
地
区

会
員
は
よ
り
一
層
の
親
睦
を
深
め
て
い
た
。宴
も
酣
の
頃
、石
倉
哲
之
参
与
に
よ

る
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
中
締
め
に
よ
り
懇
親
会
は
盛
況
の
内
に
納
め
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
翌
三
月
三
日
に
は
地
区
研
修
会
が
堺
市
の「
さ
か
い
利
昌
の
杜
」及

び
南
宗
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

午
前
中
は
、二
班
に
分
か
れ
て
堺
と
い
う
町
が
ど
の
よ
う
に
し
て
発
展
し
て

い
っ
た
の
か
、堺
で
生
ま
れ
た
千
利
休
と
与
謝
野
晶
子
と
い
う
二
人
の
偉
人
の

人
生
や
功
績
を「
千
利
休
茶
の
湯
館
」、「
与

謝
野
晶
子
記
念
館
」を
拝
観
し
な
が
ら
、「
さ

か
い
利
昌
の
杜
」の
職
員
の
方
に
ご
説
明
頂

き
ま
し
た
。「
千
利
休
茶
の
湯
館
」で
は
豊
臣

秀
吉
と
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、「
与

謝
野
晶
子
記
念
館
」は
晶
子
の
生
家
・
和
菓

子
商「
駿
河
屋
」の
再
現
展
示
、代
表
作『
み

だ
れ
髪
』を
は
じ
め
、カ
ラ
フ
ル
な
色
合
い
で

美
術
品
と
し
て
も
価
値
が
高
い
著
名
な
画

家
達
に
よ
る
本
の
装
幀
が
展
示
を
さ
れ
て
お
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り
、自
然
と
作
品
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
る

よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
。そ
の
後
は
三
千
家

が
監
修
し
て
作
ら
れ
た
茶
室
に
入
り
、私

達
が
参
加
す
る
機
会
の
多
い「
大
寄
せ
茶

会
」を
実
際
に
体
験
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら

茶
会
の
流
れ
や
決
ま
り
ご
と
等
の
ご
指
導

を
賜
っ
た
。ス
ー
パ
ー
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登
場

さ
れ
た
南
坊
城
顧
問
が
見
事
な
お
点
前
を

披
露
さ
れ
、茶
菓
子
は
今
回
の
地
区
研
修

会
の
為
に
奈
良
県
の
和
菓
子
屋
で
青
年
神

職
の
浅
黄
袴
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
特
別
に

作
っ
て
頂
い
た
物
で
、見
た
目
も
味
も
素
晴
ら
し
い
物
で
あ
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は「
さ
か
い
利
昌
の
杜
」の
開
館
の
企
画
段
階
か
ら
携
わ
っ
て
お
ら

れ
た
伊
住
禮
次
朗
先
生
に「
三
千
家
の
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
」と
い
う
題
目
で

講
演
し
て
頂
い
た
。千
利
休
と
い
う
名
は
一
般
的
に
も
有
名
で
あ
る
た
め
、茶
の

湯
の
世
界
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
人
で
も｢

天
下
一
之
茶
之
湯
者｣
と
し
て
そ
の
名

は
広
ま
っ
て
い
る
が
、本
名
は
利
休
宗
易
と
い
う
名
で
あ
り
千
利
休
と
名
乗
っ
て

い
た
の
は
亡
く
な
る
前
数
年
間
だ
け
の
名
で
あ
っ
た
こ
と
は
大
変
驚
き
で
あ
っ

た
。そ
の
後
は
南
宗
寺
と
い
う
千
利
休
が
修
行
し
た
寺
院
に
て
、建
物
を
拝
観

さ
せ
て
頂
い
た
。仏
殿
の
天
井
に
描
か
れ
た
ど
こ
か
ら
見
て
も
睨
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る「
八
方
睨
み
の
龍
」は
、こ
ち
ら
に
迫
っ
て
く
る
よ
う
な
迫
力
が
あ
っ

た
。

　

今
回
の
地
区
研
修
会
を
終
え
て
、神
明
奉
仕
の
中
で
も
縁
が
深
い
茶
の
湯
の

世
界
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
、大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
。そ
し
て
こ
の

貴
重
な
経
験
を
奉
務
先
で
も
生
か
せ
る
様
に
勉
励
に
励
み
た
い
と
思
う
。

（
石
清
水
八
幡
宮　

吉
田　

靖
）

御
堂
筋
パ
レ
ー
ド

　

去
る
、平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
七
日
に
国
旗
掲
揚
推
進
事
業
で
あ
る

『
一・
二
七
御
堂
筋
パ
レ
ー
ド
』が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、一
月
二
十
七
日
の「
国
旗
制

定
記
念
日
」に
、国
民
の
祝
祭
日
に
ど
の
家
庭

で
も
国
旗
が
掲
揚
さ
れ
る
よ
う
願
い
御
堂
筋

を
パ
レ
ー
ド
し
て
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
り
、

毎
年
一
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

当
日
、午
後
二
時
三
十
分
に
大
阪
市
中
央

区
に
鎮
座
す
る
坐
摩
神
社
境
内
に
神
道
青

年
会
会
員
や
各
関
係
諸
団
体
、一
般
参
加
者

等
が
約
二
百
名
集
合
し
た
。

　

先
ず
パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
出
発
式
が
執
り

行
な
わ
れ
、ま
ず
大
阪
府
神
道
青
年
会
友
田

会
長
に
あ
わ
せ
て
坐
摩
神
社
を
参
拝
し
、参
加
者
全
員
で
国
歌
斉
唱
、次
に
日

本
会
議
大
阪
運
営
委
員
長
で
あ
る
神
道
政
治
連
盟
大
阪
府
本
部
長
の
衞
藤
様

よ
り
主
催
者
代
表
挨
拶
を
戴
い
た
。そ
の
後
、小
旗
の
振
り
方
な
ど
の
練
習
や

諸
注
意
連
絡
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
午
後
三
時
よ
り
大
国
旗
を
も
っ
た
神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議

会
会
長
の
長
谷
川
会
長
を
先
頭
と
し
て
、参
加
者
一
同
が
四
列
縦
隊
を
組
ん
で

出
発
し
た
。先
導
車
の
搭
載
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら「
一
月
二
十
七
日
は
国
旗
制
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定
記
念
日
で
す
。祝
祭
日
に
は
日
本
の
国
旗
、日
の
丸
を
揚
げ
ま
し
ょ
う
」と
流

れ
、そ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
も
と
、参
加
者
一
同
は
手
に
持
つ
日
の
丸
の
小
旗
を
振

り
、力
強
く
声
高
ら
か
に「
揚
げ
ま
し
ょ
う
」と
唱
和
し
た
。道
中
に
お
い
て
は
日

本
会
議
大
阪
の
方
々
や
大
阪
府
神
道
青
年
会
の
会
員
等
が
、日
の
丸
の
小
旗
や

日
の
丸
ス
テ
ッ
カ
ー
を
沿
道
の
一
般
市
民
に
配
布
し
て
国
旗
掲
揚
を
よ
び
か
け

て
い
た
。本
町
か
ら
御
堂
筋
を
通
り
難
波
ま
で
の
道
を
警
察
指
示
の
も
と
で
約

一
時
間
行
進
し
午
後
四
時
頃
難
波
に
到
着
し
解
散
と
な
っ
た
。

　

今
回
は
例
年
と
は
異
な
り
、先
頭
の
大
国
旗
の
捧
持
を
神
道
青
年
会
の
各
単

位
会
代
表
と
日
本
会
議
代
表
と
が
交
代
し
な
が
ら
務
め
、各
々
が
こ
の
大
国
旗

を
担
う
重
み
や
責
任
を
心
身
感
じ
な
が
ら
の
パ
レ
ー
ド
で
あ
っ
た
。

　

昨
年
に
続
き
参
加
さ
せ
て
戴
い
た
が
、今
回
初
め
て
大
国
旗
を
捧
持
さ
せ
て

頂
い
た
。こ
の
パ
レ
ー
ド
で
沿
道
を
行
き
来
す
る
人
々
に
国
旗
掲
揚
の
推
進
ア

ピ
ー
ル
が
で
き
、熱
い
関
心
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

（
向
日
神
社　

六
人
部　

是
充
）

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

去
る
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
九
日
、兵
庫
県
神
道
青
年
会
の
担
当
に
よ

り
、神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会「
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」が
兵
庫
県
西
宮

市
の
よ
み
う
り
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
開
催
さ
れ
総
勢
五
十
八
名
、当

会
か
ら
は
櫻
井
会
長
を
は
じ
め
Ｏ
Ｂ
先
輩
、会
員
計
五
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
雲
一
つ
な
い
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、開
会
式
に
引
き
続
き
、長
谷

川
近
畿
地
区
会
長
と
上
村
兵
庫
神
青
会
長
の
始
球
式
が
行
わ
れ
、午
前
九
時

三
分
よ
り
順
次
ス
タ
ー
ト
し
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
初
心
者
ま
で
名
門
コ
ー
ス
で
の
プ

レ
ー
を
終
始
楽
し
ん
だ
。

　

プ
レ
ー
後
に
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
懇
親
会

と
表
彰
式
が
行
わ
れ
、団
体
の
優
勝
は
地
元

兵
庫
県
、二
位
は
大
阪
府
、三
位
は
奈
良
県

と
い
う
結
果
で
京
都
府
は
惜
し
く
も
入
賞
を

逃
し
た
。

　

次
年
度
は
奈
良
県
神
道
青
年
会
担
当
で

開
催
さ
れ
る
。（

八
大
神
社　

竹
内　

政
裕
）

中
央
研
修
会

　

去
る
三
月
二
十
三
・
二
十
四
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、平
成
二
十
八
年
度
神

道
青
年
全
国
協
議
会
中
央
研
修
会
が
広
島
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
広
島
に
て
開
催
さ
れ
た
。全
国
各
地
よ
り
約
三
百
名
の
参
加
が
あ
り
、京
都

か
ら
は
五
名
が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、『
平
和
の
希
求
～
進
む
べ
き
未
来
へ
の
道
筋
～
』を
主

題
に
、第
一
講
で
は
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト
先
生
に
よ
る「
真
の
平
和
を
実
現
す

る
た
め
に
」と
題
し
て
、戦
後
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
行
な
っ
た
占
領
政
策
に
つ
い
て
の
講

義
が
あ
っ
た
。特
に
そ
の
政
策
の
一
つ
の
憲
法
制
定
に
つ
い
て
、第
九
条
を
掲
げ
る

中

央

報

告
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こ
と
に
よ
り
、日
本
に
お
い
て
は
戦
い
の
な
い

平
和
な
国
に
な
っ
た
よ
う
に
思
え
た
が
、日

本
を
取
り
巻
く
状
況
は
、必
ず
し
も
平
穏
で

あ
る
と
は
言
え
ず
、周
辺
国
の
状
況
を
考
え

る
と
憲
法
改
正
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
論
じ

ら
れ
た
。

　

第
二
講
で
は
、戸
高
一
成
先
生
に「
戦
後
七

十
年
と
平
和
」と
題
し
て
、大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
戦
艦
大
和
の
模
型
が
展
示
さ
れ
て
い
る

理
由
を
話
さ
れ
、多
く
の
一
般
の
方
に
見
て

も
ら
う
こ
と
で
、当
時
、こ
の
戦
艦
が
作
ら
れ

た
理
由
を
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

翌
朝
、平
和
記
念
公
園
に
集
合
し
、原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
に
黙
祷
を
捧
げ
拝

礼
し
た
。

　

第
三
講
で
は
、志
賀
賢
治
先
生
に「
記
憶

の
継
承
」と
題
し
て
、ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し
て

平
和
記
念
資
料
館
に
展
示
し
て
あ
る
も
の
の

説
明
を
受
け
た
。映
し
出
さ
れ
た
物
の
中
に

は
、原
爆
に
よ
り
焼
け
た
服
、弁
当
箱
、八
時

十
五
分
に
止
ま
っ
た
腕
時
計
な
ど
が
あ
り
、

原
爆
に
遭
わ
れ
た
、多
く
の
方
々
の
悲
惨
さ

や
状
態
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
話
さ
れ
た
。

　

全
講
義
を
通
し
て
、大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

や
原
爆
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を

見
て
、戦
時
中
の
こ
と
に
思
い
を
致
し
、日
本
の
正
し
い
歴
史
を
学
び
、考
え
る

こ
と
が
大
切
だ
と
理
解
し
た
。

　

ま
た
、共
有
し
た
広
島
の
記
憶
を
後
世
へ
と
伝
え
、私
達
に
何
が
出
来
る
か
、何

を
す
る
べ
き
か
を
考
え
続
け
る
事
で
、真
の
平
和
維
持
が
出
来
る
と
信
じ
た
い
。

　

次
回
の
開
催
地
は
、長
崎
県
佐
世
保
市
に
決
ま
り
、多
く
の
会
員
が
集
ま
る

よ
う
願
う
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍬
山
神
社　

天
岡　

秀
人
）

編

集

後

記

　

こ
の
『
山
紫
水
明
』
一
三
三
号
を
以
て
早
い
も
の
で
櫻
井
会
長
体
制
の
下
で
の
発

行
は
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
四
号
を
発
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
発
行

に
際
し
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
今
一
度
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
号
は
、
清
水
寺
貫
主
・
森 

清
範
氏
の
講
演
録
を
始
め
六
十
五
周
年
記

念
事
業
の
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
に
参
加
が
叶
わ
な
か
っ
た
方
々
、
ま
た
参
加
し
て
頂
い
た
方
々
も
今
一
度
熟

読
し
て
頂
き
今
後
の
ご
奉
仕
の
一
助
に
、
ま
た
京
都
府
神
道
青
年
会
の
活
動
に
ご
理

解
頂
き
、
更
な
る
ご
助
力
を
賜
り
ま
す
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

　

次
号
か
ら
は
、
新
体
制
の
下
で
の
発
行
と
な
り
ま
す
が
、
よ
り
良
き
広
報
誌
作
製

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
今
後
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
筆
（
ペ
ン
）
を
次
年
度
広
報
委
員
に
託
し
こ
の
辺
り
で
失
礼
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

感
謝
。『

山
紫
水
明
』 

第
一
三
三
号

　
　
題
　
字
　
　
頼
新
先
生

　
　
編
　
集
　
　
広
報
委
員
会

　
　
発
行
所
　
　
京
都
府
神
道
青
年
会

　
　
発
行
日
　
　
平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日

　
　
印
　
刷
　
　
株
式
会
社
ユ
ニ
テ
ィ
ー

− 32 −

平成２９年６月３０日 京都府神道青年会会報 第１３３号


